
○名称：乙川ﾘﾊﾞｰﾌﾛﾝﾄｴﾘｱ
○面積：157ha ○人口：7,800人

「スマートシティ実現で増幅するエリアの引力」事業の概要（岡崎市） １
■ 事業のセールスポイント

「スマートシティ実現」で加速する「まちなかウォーカブル推進」と「都市再生」
地方再生モデル都市として行う公共投資（ソフト・ハード）に連動したスマート技術の着実な進化と実装
実装を進めるスマート技術から得られるデータについて、より具体的な利活用手法を構築

運営体制

都市の課題 解決方法

KPI（目標）

項目 KPI
エリア内の年間犯罪発生件数
（該当小学校区2019年度296件）

10％減少

民間再開発検討件数 累計３件

遊休不動産活用件数 累計30件

人流データとエリアマーケティングソフトの
連携を見据えた実験の増加

２件

対象区域の概要

岡崎ｽﾏｰﾄｺﾐｭﾆﾃｨ推進協議会 まちづくりデザイン会議

・技術/製品
・事業ノウハウ 等

事業者

・融資/出資
・モニタリング 等

金融機関

・最新研究
・アドバイス 等

有識者

岡崎市

都市再生推進法人

ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ・専門家

事業者

課題に対する技術提案
データ管理

まちづくり課題・目標設定
データ活用

技術実装・実証を通じてまちの引力向上

高齢化・空洞化が進行した
中心市街地の再生

人流不足と民間投資不足

公共投資を起爆剤に賑わいを
取り戻しつつあるが・・・

まちの安全性能・快適性能の向上

まちなかウォーカブル推進に
むけた諸課題の解決

向
上

安
全
性
能

向
上

快
適
性
能

達成年度はいずれも2025年

• ３D－LiDARで群衆事故防止
や密防止

• AIｼﾐｭﾚｰｼｮﾝで災害被害予測
• AI画像解析で異常行動検知

• ｳｫｰｶﾌﾞﾙ補完ﾓﾋﾞﾘﾃｨ
• ｳｫｰｷﾝｸﾞｱﾌﾟﾘ
• 駐車場満空情報発信
• AIｶﾒﾗによる人流情報発信で
民間投資の誘導



「スマートシティ実現で増幅するエリアの引力」事業実行計画 ２
センシング技術等で人流をはじめとする各種データを取得・利活用し、まちの安全性能・快適性能を高めて、まちなか
ウォーカブル推進により都市再生を加速させる。そのために、人流分析カメラ、３D-LiDAR、GPS（個人デバイス・シェ
アサイクル）、水位計、ウエアラブルIOTなどの技術を、2025年までにエリア内各所で実証・実装する。
人流情報がさらなる人流を呼び、またこれにより民間の投資がさらなる投資を呼び込む持続可能な好循環を志向

ｳｫｰｶﾌﾞﾙｴﾘｱ 公共投資箇所

＜都市環境予測＞

都市の快適指数予測を再開発
の建物配置検討等に活用

＜データを来街者・居住者と共有＞

まちのデータを共有し、商業ｴﾘｱへの誘導、ｴﾘｱ
の安全情報・交通情報・密回避の情報を発信

＜浸水災害対策＞

外水、内水の水位把握と予
測を、住民・来街者へ提供＜ﾅｲﾄﾀｲﾑｴｺﾉﾐｰ ｺﾝﾃﾝﾂ＞

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸｼｮﾝﾏｯﾋﾟﾝｸ・AR・VRﾞ等をﾅｲﾄﾀｲﾑｴ
ｺﾉﾐｰｺﾝﾃﾝﾂとして活用

データサイエンスオートメーション型AIによる複合的なデータ分析

蓄積 予測

＜駐車場満空情報＞

本エリアへのアクセス向上
と渋滞対策に活用

＜シェアリングモビリティ＞

ｳｫｰｶﾌﾞﾙを補完する電動ｼｪ
ｱﾘﾝｸﾞﾓﾋﾞﾘﾃｨを活用

＜ウォーキングアプリ＞

健康行動へ誘導するウォ
ーキングアプリを活用

＜人流分析カメラ 兼防犯カメラ＞

歩いて楽しめるｺﾝﾃﾝﾂ誘導に都市
再生推進法人等が分析結果を活用

活用技術例：人流動線把握技術
Data取得機器：３DーLiDAR

活用技術例：屋外通行人属性把握技術
Data取得機器：人流分析カメラ



これまで実施した実証実験の概要：都市の密度コントロール実証実験 ３
都市の安全性能向上のため、３次元赤外線センサーにより人流データを取得、リアルタイムで来街者やイベント主催者
に共有し、都市の密度コントロールの実証実験を行った。事前の有識者アドバイスを参考に、「密の予防策」と密が発生
した場合の「密の解消策」を設定して効果を検証した。予防策（情報発信）では、リアルタイム情報への来街者興味の高
さと相まって多くの閲覧実績を得た。解消策では、コンテンツ再生周期の調整で密の解消に一定の効果を確認できた。

実証実験の内容 実証実験で得られた成果・知見

ｻｲﾈｰｼﾞ２箇所
WEBサイト

来街者の自主的な密回避を促進す
るため混雑情報をﾘｱﾙﾀｲﾑ提供

ｸﾗｳﾄﾞｻｰﾊﾞ
処理

ﾃﾞｰﾀ
取得

３D-LiDAR 
２会場
計４台

その他
投入情報
・交通規制
・ P満空

ﾘｱﾙﾀｲﾑ情報共有

点群・軌跡をﾘｱﾙﾀｲﾑ表示

混雑度自動判定
アイコン表示

来街者に対し、現地へ行かずと
もﾘｱﾙﾀｲﾑ混雑情報を届け、自
主的な密回避を促進

ｲﾍﾞﾝﾄ時のﾒｲﾝｺﾝﾃﾝﾂ主催者へ
ﾘｱﾙﾀｲﾑ混雑情報を共有し、再
生周期調整で密の解消を促進

密の予防策 密の解消策

全国的にも希少な３DーLiDAR取得動画のリアルタイム共有実験

来街者へ情報共有 主催者へ情報共有

平時のｺﾝﾃﾝﾂ
再生周期

ﾒｲﾝ ｻﾌﾞ ﾒｲﾝ ﾒｲﾝｻﾌﾞ

ｻﾌﾞ短縮・ﾒｲﾝ再生増で
ﾒｲﾝ観覧後に客はけを図る

密発生時の
ｺﾝﾃﾝﾂ再生周期

活用面：予防策

ｻｲﾈｰｼﾞ閲覧(付属ｶﾒﾗ解析)

Webｻｲﾄ閲覧

• 当日多くの情報提供実績
内訳 ｻｲﾈｰｼﾞ：約1,900件

Webｻｲﾄ：約1万件
• 現場の声から来街者はﾘｱﾙ

ﾀｲﾑ動画に強い好奇心あり

技術面

活用面：解消策

• 主催者端末からｸﾗｳﾄﾞｻｰﾊﾞ
へｱｸｾｽし、ﾘｱﾙﾀｲﾑ混雑情
報を共有できた。

• 密発生時は、ｺﾝﾃﾝﾂ再生ｻ
ｲｸﾙ調整で一定の解消効果
を確認できた。

密発生

ｺﾝﾃﾝﾂ再生
周期調整

取得ﾃﾞｰﾀをｸﾗｳﾄﾞｻｰﾊﾞで処理し、ｻｲﾈｰｼﾞへﾘｱ
ﾙﾀｲﾑで円滑な動画表示に成功

高精度・広範囲で人数や移動方向を把握でき
たが、遮蔽物や静止状態の人物に要配慮

有用性が高く、並行して常設化を検討したが、
現在の機器性能では耐久性が不足

昼夜問わない
技術特性

リアルタイム
動画表示

耐久性不足



今後の取組：技術・データの多面的活用・高付加価値化事業 ４

今後の取組：スケジュール

まちなかウォーカブル推進→都市性能向上にむけて多くの技術を実装しているが、これらの持続可能性を高めていくこ
とが課題であると改めて認識し、多面的活用や高付加価値化のさらなる推進に取り組む。
また、当初より志している、人流情報がさらなる人流を呼び、またこれにより民間の投資がさらなる投資を呼び込む好循
環を構築するため、人流データの情報発信・流通に取り組む。

低密度化の実証実験は高い有用性を
確認したが横展開を見据えた場合、単
体導入は高コスト

実証実験で得られた課題と、実行計画
で位置づけた課題を解決し、ｽﾏｰﾄｼﾃｨ
の持続可能性を高める。

実証実験で得られた課題

実行計画に位置付けた課題の解決
（データの高付加価値化）

実装済み技術から取得されるﾃﾞｰﾀの高付
加価値化を促進する。

ｽﾏｰﾄｼﾃｨ実現に向けて実行計等で整理し
た都市経営コスト縮減などの課題解決を図
る各戦術を実行

ｽﾏｰﾄｼﾃｨで実現する将来像で掲げた、まち
の引力可視化による民間投資誘導の循環
を構築するための各戦略に着手

実証実験で得られた課題の解決
（技術・データの多面的活用）

実装済み技術やその取得ﾃﾞｰﾀと親和性の
ある技術を追加導入し、地方都市の共通
課題である都市の高密度化を図る。
追加導入する技術は、有償ｻｰﾋﾞｽとして継
続展開していけるものを選定
実装済み技術から得られるﾃﾞｰﾀと組み合
わせ、都市の快適性能や安全性能のさら
なる向上に資する分析へ活用

技術開発・実装スケジュール

2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025
ｱﾌﾟﾘ活用ｻｲｸﾙｼｪｱ 実装

ｴﾈﾏﾈ地域電力会社 設立 実装
ｳｫｰｷﾝｸﾞｱﾌﾟﾘ 開発 実装
駐車場満空情報 開発 実装
通行人属性推定
(人流ｶﾒﾗ) 実装

人流動線把握
（３D-LiDAR）

実装 リアルタイム混雑データ共有実装

災害被害予測 システム開発 実装
ｳｴｱﾗﾌﾞﾙIoT 実証 実装
ｳｫｰｶﾌﾞﾙ補完ﾓﾋﾞﾘﾃｨ 開発・実証 実装
異常行動検知 開発・実証 実装
人流ﾃﾞｰﾀ統合分析 開発 各人流統合活用 実装

2021年度の主な事業

都市の高密度化

ｳｴｱﾗﾌﾞﾙIoTﾃﾞﾊﾞｲｽを活用するｳｫｰｷﾝｸﾞ

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ、ﾊﾞｲﾀﾙﾃﾞｰﾀﾂｰﾘｽﾞﾑを開発し、
既存の他データと合わせ多面的活用

例） ｱｳﾄﾄﾞｱ企業研修 YouTuber聖地巡礼
× ｳｫｰｷﾝｸﾞ× ﾊﾞｲﾀﾙﾃﾞｰﾀ

ｽﾏｰﾄｼﾃｨ実現戦術

• ｼｪｱｻｲｸﾙ事業は、過去
Webｱﾝｹﾃﾞｰﾀ活用で収入倍
増させたが、各ﾃﾞｰﾀ活用で
再配置ｺｽﾄ縮減を行う。

• ｴﾘｱを横断する国道１号線
が人流ﾊﾞﾘｱと判明。ﾊﾞﾘｱを
超える人流創出に向けたﾃﾞ
ｰﾀ分析を行う。

• 保有ﾃﾞｰﾀのｵｰﾌﾟﾝﾃﾞｰﾀ化

（国交省人流ﾃﾞｰﾀ事業採択）

民間投資誘導戦略

戦略用ﾀﾞｯｼｭﾎﾞｰﾄﾞ構築と
ﾃﾞｰﾀ活用ｽﾄﾘｰﾄﾌﾞﾗﾝﾃﾞｨﾝ
ｸ手法を地域ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝで
構築し、将来像の実現に
むけた戦略に着手

（ふるさと財団採択）

ｲﾝｻｲﾄﾃﾞｰﾀ ﾌｨｼﾞｶﾙﾃﾞｰﾀ


